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とき：１２月１７日（日）午後５時～７時　ところ：越前市ＡＷ－Ｉスポーツアリーナ
定員：小学４年生～中学３年生までの親子３０組（６０人）程度
第１部　フェンシング教室／仁愛大学成瀬教授による保護者向け食育講座
第２部　親子フィジカルトレーニング
申込締切：１１月３０日（木）　申込先：スポーツ課／☎２２-７４６３

フェンシング競技国体プレ大会を
越前市ＡＷ-Ｉスポーツアリーナにて開催
生観戦でフェンシングの迫力を感じてみてください。

同時
開催

参加費
無料

「トップフェンサーによる親子向け
フェンシングフェスティバル」参加者募集
リオ五輪に出場した見延和靖選手と佐藤希望選手をはじめ、
全日本選手権出場選手による親子参加型のイベントを開催です。
お気軽にご参加ください。

「オリンピック選手、国内トップ選手が自身の体験をもとに考えた
大人も子どもも学べるイベントです。フェンシング未経験者も
大歓迎ですのでぜひ親子でご参加ください。」

見延和靖
選手より

スペシャルインタビュー

『軟式野球競技』愛媛国体福井県代表
セーレン株式会社 野球部

福井しあわせ元気国体「軟式野球競技」
は越前市で開催されます。来年に向けて
士気が高まるセーレン野球部の越前市出
身選手4名に意気込みを聞きました。

①軟式野球はなかなか点数が入らない競技といわれています。
 1点の重さを感じる、ドキドキのゲーム展開を楽しんでください。
②ボールがよく飛ぶように切り替わるので、打撃戦にも期待してください。
③軟式野球はミスをした方が負ける競技です。緊張感を楽しんでください。

石本選手が語る
軟式野球競技観戦のポイント

嵯峨雄二投手

山本文矢選手

石本秀治選手先日行われた愛媛国体でも
チームリーダーとして活躍した

「年々強いチームと互角に戦
えるようになってきました。あと
一歩上に上がれるようにしっ
かりとトレーニングに励みたい
と思います」。

「愛媛国体ではレベルの高さを感じるとともに、手ごたえを感じるこ
ともできました。地元で行われる来年の国体に向けて特に打力の
アップを図りたいと思います。ぜひ皆さん、応援してください」。

岩本竜幸選手
「勝つために自分のできるこ
と、チームが今までやってきた
ことの集大成をお見せできる
よう頑張ります」。

「地元開催の国体に向けて、人一
倍練習してぜひ試合に出場したい
です。これから大会までの時間を大
切に努力していきたいと思います」。

さ      が   ゆう    じ

いわ もと  たつ ゆき やま もと  ふみ 　や 

いし もと ひで   はる

《越前市会場》
と　き：平成30年10月5日（金）・6日（土）
ところ：丹南総合公園野球場（余田町）

みんなで
応援に
行こう

軟式野球開催情報《平成30年10月5日（金）～8日（月）》

越 前 市 広 報
202 0 年 1 0月号 通巻18 1号

越前市制施行15周年を迎えて
平成17年10月1日に旧武生市と旧今立町が合併し、

それぞれの歴史と伝統を受け継ぎ越前市が誕生しました。

これまでの歴史の積み重ねを感じるとともに、さまざまな出来事が思い出されます。

表紙は、これまでの越前市広報の表紙で15周年の「15」を表現しました。

越前市制施行1 5周年
越前市1 5年間の歩みを振り返る。
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新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

9月9日以降、県内での新型コロナウイルス感染症の感染者は、発生していません。（9月30日現在）

しかし、これから冬に向かい、インフルエンザの流行期を迎えることから、これまで以上に感染防止対策をお願いします。

　「必要な受診・健診・定期予防接種を控えないで」

市広報紙9月号に引き続き、受診控えの危険性について武生医師会からお話を伺いました。

　市民の皆様のマスク着用や「3密」回避等の感染症対策のお陰もあり、県内の新型コ

ロナウイルス感染症第一波は終息し、現在は、新たな感染者は報告されていません。

　一方で、感染の懸念から必要な受診の他、定期予防注射やがん健診等まで控える

傾向にあり、病気の早期発見や早期治療、病状の変化への対応の遅れ等から危険な

状態に至るケースも出てきています。

　また、長期間の外出制限による運動不足や感染への恐怖により、皆様の心身は予

想以上にダメージを受けているのです。

　市内医療機関は､これまで以上に徹底した感染症対策をとった上で、「安心マーク」

掲示も実施していますので、大きな不安を抱えることなく、これまで通りかかりつけの医

療機関へ受診、相談して下さい。

武生医師会　会長　山本　嘉治さん

受診控えをせず、 必要な治療は継続しましょう

市からのお知らせなどをまとめた

市ホームページはこちら

インフルエンザワクチン接種の時期についてのお願い

インフルエンザワクチン接種に係る費用の一部助成について

　国は、65歳以上の人（定期接種対象者）をインフルエンザワクチンの優先的な接種対象者とし、早めの接種を呼びかけて

います。

　また、併せて上記以外の人については、10月26日（月）以降に接種していただくようお願いしています。

　接種を希望する人は、接種時期の配慮にご協力をお願いします。

　市では、高齢者や妊婦、児童のインフルエンザワクチン接種に係る費用を下記のとおり一部助成します。

◇高齢者に対する助成

対象／①昭和30年9月30日までに生まれた人

②昭和30年10月1日から昭和31年1月31日までに生まれた人

③60歳から64歳で心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能障害があり、身体障害者手帳1級相当の人

※①または②に該当する人には、予診票兼接種券を郵送しています。

※②に該当する人は、65歳の誕生日以降でないと予防接種の助成を受けられません。

※③に該当する人は、予診票兼接種券を発行します。

実施期間／令和2年10月1日（木）～令和3年1月31日（日）

※②に該当する人は、65歳の誕生日から令和3年1月31日（日）まで

※医療機関の診察日に限ります。

実施医療機関／市の指定する県内医療機関　

自己負担金／2,000円(1人1回のみ)で接種できます。

持ち物／予診票兼接種券、保険証、自己負担金

※事前に希望する医療機関に予約してください。

※予診票兼接種券を紛失した場合は、健康増進課または今立総合支所市民福祉課で再交付を受けてください。

　「Go To Eat たべよっさ Echizen ！」 ～越前市プレゼントキャンペーン～

　市では、「Go To Eatキャンペーン福井県プレミアム食事券」の販売に合わせて、市内飲食店の利用促進を図るため、プレ

ゼントキャンペーンを実施します。市内のGo To Eatキャンペーン登録店で「福井県プレミアム食事券」を利用した人を対象

に、抽選で市内の登録店で使える「食事券」や「和紙工芸品」をプレゼントします。

「Go To Eatキャンペーン福井県プレミアム食事券」について

1万2500円分の飲食ができる食事券1セットを1万円で販売します。

販売場所／県内ファミリーマート

販売期間／令和2年10月23日(金)～令和3年1月31日(日)

利用期間／令和2年10月23日(金)～令和3年3月31日(水)

※購入方法など詳しくは、福井県Go To Eatキャンペーン特設サイトで確認してください。

市のプレゼントキャンペーンについて

応募期間／令和2年10月23日(金)～令和3年4月9日(金)当日消印有効　

応募方法／「福井県プレミアム食事券」を市内の登録店で利用すると会計時に応募ハガキがもらえます。

必要事項を記入の上、ポストに投函してください。

（初回締切は、令和2年12月10日（木）です。初回以降は、毎月10日に締め切り、計5回の抽選を行います。）

景品／特賞　「市内料亭等で使える食事券(2万円分)」…各回12人

当選  「市内登録店で使える食事券(3,000円分)」と「和紙工芸品」…各回200人

問合先／産業政策課　☎22-3047

◇妊婦および生後6か月から中学3年生の児童に対する助成

　本助成は、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行の予防策として緊急的に実施するもので、今年

度限りとなります。

対象／①妊婦

②生後6か月～小学6年生

③中学1年生～中学3年生

※任意接種ですので、かかりつけ医と相談の上、接種してください。

※10月26日以降に接種した場合のみ対象となります。

実施期間／令和2年10月26日（月）～令和3年1月31日（日）

実施医療機関／かかりつけ医等、希望する医療機関

助成額／①・②・③とも1回の接種につき2,000円

申請方法／申請書兼請求書に被接種者氏名、振込先などの必要事項を記入の上、ワクチン名が分かるもの（母子健康手

帳、接種済み交付証など）、接種した費用が分かる領収書とともに健康増進課または今立総合支所市民福祉

課へ提出してください。

申請締切／令和3年3月31日（水）（必着）

問合先／健康増進課　☎24-2221

　越前市コロナに負けない地域応援商品券の使用期間について

　越前市コロナに負けない地域応援商品券の使用期間は、下記のとおりです。

　商品券を購入した人は、早めに利用してください。利用可能店舗は、市ホームページで確認できます。

使用期間／11月1日（日）まで

問合先／越前市コロナに負けない地域応援商品券発行事業推進協議会（産業政策課内）　☎22-3047

　国民健康保険傷病手当金 （新型コロナウイルス感染症） の対象期間を延長しました

　傷病手当（新型コロナウイルス感染症）の対象期間が9月30日から12月31日まで延長されました。

　国民健康保険の加入者で新型コロナウイルス感染症に感染または発熱等の症状があり感染が疑われ、

その療養のため仕事に従事することができず、給与等の全部または一部の支払いを受けることができない

人は、申請してください。申請方法などの詳しい内容は、問い合わせてください。

問合先／保険年金課　☎22-3002

やまもと　　よしはる

▲安心マーク

市ホームページ

市ホームページ

市ホームページ

県 Go To Eat

キャンペーンサイト

市ホームページ

ゴー　トゥ    イート

市ホームページ



平成17年10月1日に旧武生市と旧今立町の
歴史と伝統を受け継ぎ誕生した越前市は、市制施行15周年を迎えました。

今回の特集では、越前市のこれまでの歩みを振り返ります。

越前 市制施行15周年

モノづくり都市

H24 北陸新幹線金沢・敦賀間の工事着工

H25 都市計画道路戸谷片谷線が全線開通

H27 北陸新幹線南越駅（仮称）基本計画策定

H29 武生中央公園の「だるまちゃん広場」が竣工

H30 都市計画道路河濯線が開通

H30 複合施設今立総合支所「あいぱーく今立」が完成

R1 「てんぐちゃん広場」や「市民交流センター」から成る「市民プラザたけふ」がオープン

R1 北陸新幹線南越駅（仮称）の駅舎デザインが決定

R2 市役所新庁舎が開庁

R2 北陸新幹線新駅駅名候補の要望書をJR西日本金沢支社へ提出

半世紀に一度のまちづくり

本市には、歴史と伝統に根差した伝統産業か

ら先端産業まで幅広い産業が集積していま

す。伝統産業においては、国の伝統的工芸品に

指定されている越前和紙、越前打刃物、越前箪

笥が各産地において、伝統を守りながら技術

革新や新商品の開発など、新たな挑戦を続け

ており、国内だけでなく、海外からも高い評価

を得ています。

また、最先端技術を駆使して製造される電子・

自動車・家電部品産業やニットアパレル産業

などの先端産業も盛んで、平成30年の製造品

出荷額等は、福井県全体の約3割を占め、県内

で1位となっています。

福井しあわせ元気国体・大会の主会場となる

武生中央公園総合体育館やそのアクセス道路

の整備を行いました。また、市役所新庁舎およ

び複合施設今立総合支所「あいぱーく今立」の

竣工や令和5年に開業予定の北陸新幹線「南越

駅（仮称）」の開業に向けた整備など、まちが大

きく変化しました。武生中央公園には、日本を

代表する本市出身の絵本作家かこさとし氏の

監修を受けた「だるまちゃん広場」が平成29年

にオープンし、連日多くの家族連れで賑わっ

ています。武生中央公園は、令和元年の観光入

込客数が142万人に上り、県内トップとなりま

した。

～伝統産業と先端産業の発展～

H25 越前箪笥が国の伝統的工芸品に指定

H29 紙の文化博物館がリニューアルオープン

H30 越前打刃物振興施設「刃物の里」がオープン

H30 平成30年より千年未来工藝祭を開催

R1 越前箪笥会館がオープン

R2 タケフナイフビレッジ新工房がオープン

【 主な出来事】

【 主な出来事】

▲平成30年から開催されている「千年未来工藝祭」（写真は千年未来工藝祭2019）

▲令和2年8月にオープンしたタケフナイフビレッジ新工房

▲令和2年1月に開庁した市役所新庁舎

連日多くの人で賑わっている武生中央公園の「だるまちゃん広場」▲

越前 市制施行15周年
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H21 日本サッカー協会と「『元気な自立都市　越前』を創造するための協定」を締結

H24 佐藤希望選手がロンドンオリンピックに出場

H26 丹南総合公園全面供用開始

H28 小倉百人一首競技かるたの第62期名人位決定戦にて川﨑文義八段が名人位を獲得

H28 リオデジャネイロオリンピックで見延和靖選手が6位、佐藤希望選手が8位に入賞

 二人の活躍をたたえ、「越前市市民栄誉賞」を授与

H28 市サッカー場が完成し、愛称を「武生特殊鋼材ドリームサッカー場」と決定

H29 武生中央公園総合体育館が完成し、愛称を「越前市AW-Iスポーツアリーナ」と決定

H30 「福井しあわせ元気国体・大会」を開催

H21 「市食と農の創造ビジョン」を策定

 コウノトリを呼び戻す取り組みがスタート

H21 「市食と農の創造条例」を制定

H22 コウノトリが40年ぶりに飛来し

 「えっちゃん」と名付けられる

H23 「コウノトリが舞う里づくり構想」を策定

H24 市の鳥に「コウノトリ」を指定

H26 飼育下でコウノトリのひなが県内で50年ぶりに誕生

H29 野外コウノトリが県内で51年ぶりに産卵

R1 野外コウノトリのひなが県内で55年ぶりに誕生

R2 4羽の野外コウノトリのひなが誕生、巣立ちを迎えた

H24 「市子ども条例」を制定

H31 「市地域福祉計画」と「市多文化共生推進プラン」を策定

R2 「市みんなの心をつなぐ手話言語条例」を制定

コウノトリが舞う里づくり

共生のまちづくり

夢を育む教育と文化・スポーツ
市は、コウノトリを豊かな自然環境のシンボルとして位

置づけ、生きものと共生するまちを目指し取り組んでい

ます。その結果、平成22年から11年連続してコウノトリ

が飛来し、平成29年からは、毎年野外コウノトリが産卵

し、令和元年には、県内55年ぶりにひなが誕生しまし

た。そして今年、ついに野外コウノトリが巣立ちを迎え

ました。コウノトリが生息できる豊かな自然環境を守る

ための地域住民との協働が大きな実を結びました。

市は、全ての人が共に地域の中で安心して暮らせるよう共生の

まちづくりに取り組んできました。平成24年3月に、全ての子ど

もの自立を実現するため「市子ども条例」を制定しました。また、

外国人市民の増加と多国籍化に伴い、平成31年3月に外国人市

民と住みよい地域づくりを目指す「市多文化共生推進プラン」を

策定し、新庁舎では、市多文化共生総合相談ワンストップセン

ターを設置しました。さらに、令和2年3月には、言語の一つであ

る手話を広め、ろう者が安心して生活できるまちを目指すため、

「市みんなの心をつなぐ手話言語条例」を制定しました。

夢ある子どもの育成を目的として、平成21年に日本サッカー協会

と協定を締結し、アスリートが子どもたちに夢を持つことの素晴

らしさや努力することの大切さを伝える「夢の教室」を実施して

います。また、市内企業と連携し、子どもたちのモノづくりへの関

心を深めるため「モノづくり出前講座」を開催しています。スポー

ツにおいては本市出身のフェンシングエペの見延和靖選手、佐藤

希望選手がリオデジャネイロオリンピックで入賞する活躍をし、

市民に大きな夢と感動を与えてくれました。来年に延期予定と

なった東京オリンピックでの活躍も期待されます。また平成30年

には、「福井しあわせ元気国体・大会」が盛大に開催され、本市で

は、福井しあわせ元気国体でフェンシング、ソフトボール、ソフト

テニス、軟式野球が、福井しあわせ元気大会では、ソフトボール

（知的）が実施されました。

これまでの越前市の15年の歩みを振り返りつつ、

今後も先人が築いてきた本市の素晴らしい環境と文化をさらに磨き上げ、

新たな魅力を創造し、市民が誇りを持てる「元気な自立都市 越前」を築いていきます。

【 主な出来事】

【 主な出来事】

【 主な出来事】

▲白山地区の空を舞うコウノトリ

▲夢を持つことの素晴らしさを伝える
　「夢の教室」

▲平成28年のリオデジャネイロオリンピック
　で活躍した見延選手と佐藤選手

▲巣立ちを迎えたコウノトリ

▲平成28年のコウノトリ放鳥式

▼「市みんなの心をつなぐ手話言語条例」の成立

▼日本人市民と外国人市民の交流や相互理解を深めた
「多文化交流フェスティバル」

平成30年の「福井しあわせ元気国体」フェンシング競技▲

越前 市制施行15周年

6越前市広報7 越前市広報
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本
市
の
市
政
の
発
展
、
文
化
の
向

上
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
等
に
顕
著

な
功
労
の
あ
っ
た
方
の
功
績
を
た
た

え
顕
彰
す
る
も
の
。

市
政
功
労
者

　　問合先　☎22-3427　秘書広報課　

　10 月１日に市生涯学習センターｅホールにて、越前市制施行 15 周年記念式典を挙行しました。

　式典の中で 「越前市表彰式」 を行い、 6 人の方を市政功労者、 3 人の方を文化功労者として

表彰しました。

竹内 一夫さん
たけうち かずお

川上 洋司さん
かわかみ ようじ

北川 太一さん
きたがわ たいち

文
化
功
労
者

本
市
の
学
術
・
芸
術
・
文
化
の
分
野
に

お
い
て
顕
著
な
功
労
の
あ
っ
た
方
の

功
績
を
た
た
え
顕
彰
す
る
も
の
。

【自
治
功
労
】

深
い
専
門
知
識
と
高
い
見
識
を
も

ち
、
平
成
18
年
度
よ
り
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
懇
話
会
座
長
等
の
要
職
を
歴

任
し
、
各
計
画
策
定
に
お
い
て
審
議

の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
、
本
市
の

「
半
世
紀
に
一
度
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

貢
献
。

【産
業
功
労
】

平
成
20
年
度
よ
り
、
座
長
と
し
て
越

前
市
食
と
農
の
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

と
推
進
に
尽
力
。
ま
た
、
令
和
元
年

度
の
同
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
の
際
は
、
審
議

の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
、
持
続
可

能
な
食
・
農
・
環
境
・
地
域
を
目
指
し

た
生
き
も
の
と
共
生
す
る
越
前
市
づ

く
り
に
貢
献
。

宮田 尚一さん
みやた しょういち

田邉 稔さん
たなべ みのる

粟
田
部
地
区
に
伝
わ
る
「
蓬
莱
祀
」

を
保
存
継
承
す
る
蓬
莱
祀
保
存
会
の

代
表
を
長
年
務
め
、
地
元
住
民
に
よ

る
継
承
活
動
に
尽
力
。
ま
た
、
同
地

区
の
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
の

保
存
活
動
に
も
取
り
組
み
、
本
市
の

文
化
財
の
保
存
・継
承
に
貢
献
。

市
政
功
労
者

文
化
功
労
者

長
年
、
創
作
活
動
に
精
力
的
に
励

み
、
本
市
や
県
内
を
中
心
に
個
展
を

開
き
、
書
道
文
化
の
向
上
に
貢
献
。

ま
た
、
市
書
道
連
盟
会
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
後
進
の
指
導
育
成
に
尽

力
。

岳
心
流
福
井
愛
吟
国
風
会
に
入
門

以
来
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、
詩
吟
の

普
及
発
展
に
寄
与
。
ま
た
、
味
真
野

茶
保
存
会
会
長
と
し
て
、
「
味
真
野

茶
も
み
唄
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催

や
歌
碑
建
立
に
取
り
組
み
、
地
域
文

化
の
向
上
に
貢
献
。

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
お
い
て
、
感
染
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ

の
過
酷
な
環
境
の
中
、
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
診
療
、
看
護
、
介

護
、
保
育
等
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
市
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

▲表彰を受ける宮田 尚一さん

ふくおか ただのり

北岡 英雄さん
きたおか ひでお

山川 富数さん
やまかわ とみかず

【産
業
功
労
】

越
前
和
紙
の
手
漉
き
技
術
を
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
製
品
制
作
に
生
か
し
、

販
路
拡
大
に
よ
る
産
地
活
性
化
に
貢

献
。
ま
た
、
小
学
生
の
卒
業
証
書
漉

き
や
職
人
へ
の
手
漉
き
技
術
指
導
を

積
極
的
に
行
い
、
後
継
者
の
育
成
に

尽
力
。

福岡 忠則さん

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
団
体

・一
般
社
団
法
人　

武
生
医
師
会  

・武
生
地
区
歯
科
医
師
会  

・武
生
薬
剤
師
会

・公
益
社
団
法
人　

福
井
県
看
護
協
会  

・越
前
市
地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会

・越
前
市
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会  

・越
前
市
保
育
研
究
会

加藤 弘さん
かとう ひろし

【産
業
功
労
】

越
前
打
刃
物
の
伝
統
技
術
・
技
法
の

研
鑽
に
努
め
、
伝
統
工
芸
士
と
し
て

越
前
打
刃
物
の
製
造
工
程
の
映
像
化

等
に
携
わ
り
、
産
地
振
興
に
貢
献
。

ま
た
、
職
人
へ
の
技
術
指
導
や
独
立

支
援
を
行
い
、
後
継
者
の
育
成
に
尽

力
。

け
ん
さ
ん

お 

ら 

い 

し

▲表彰を受ける川上 洋司さん

【自
治
功
労
】

長
年
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し
、
地

域
に
お
け
る
消
防
力
、
防
災
力
の
向

上
に
貢
献
。
ま
た
、
越
前
市
消
防
団

団
長
と
し
て
火
災
現
場
で
指
導
力
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の

資
質
向
上
や
組
織
強
化
に
貢
献
。

北岡 英雄さん
きたおか　ひでお

【産
業
功
労
】

越
前
打
刃
物
の
伝
統
技
術
・
技
法
の

研
鑽
に
努
め
、
伝
統
工
芸
士
と
し
て

産
地
振
興
と
後
継
者
の
育
成
に
尽

力
。
ま
た
、
タ
ケ
フ
ナ
イ
フ
ビ
レ
ッ
ジ

協
同
組
合
代
表
理
事
と
し
て
、
工
房

の
増
改
築
の
取
り
ま
と
め
役
を
担

い
、
越
前
打
刃
物
産
地
の
活
性
化
に

貢
献
。

▲感謝状を贈呈した各種団体の皆さん
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知ってほしい、 市の制度やイベント行事 などの情報を紹介します。

広報の内容について、ご不明な点は

お気軽に問い合わせてください。

問
合
先
／
財
務
課

　

 

☎
2
2-

3
2
3
4

一
般
会
計　

　
　

6
億
8
5
8
0
万
1
千
円

特
別
会
計

　
　

6
1
6
7
万
円

【一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

■

観
光
誘
客
促
進
事
業　

　
　

1
0
0
0
万
円 
※

市
内
観
光
地
へ
誘
客
す
る
た
め
の
バ

ス
助
成
や
体
験
施
設
利
用
ク
ー
ポ
ン

券
発
行
・販
売
に
係
る
費
用
を
追
加

し
ま
す
。

■

市
営
土
地
改
良
事
業　

　
　

1
0
0
0
万
円

農
業
用
水
取
水
ゲ
ー
ト
（余
田
町
地

係
）の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■

市
営
林
道
整
備
事
業　

　
　

7
0
0
万
円

7
月
中
旬
の
大
雨
の
影
響
に
よ
る
舗

装
破
損
箇
所
（
春
日
野
町
地
係
）
の

復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

■

地
域
児
童
育
成
活
動
支
援
事
業

　
　

1
4
0
9
万
1
千
円

児
童
小
遊
園
遊
具
の
修
繕
に
係
る

費
用
を
追
加
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
9
月
補
正

予
算
の
概
要

■

観
光
施
設
管
理
事
業

　
　

2
0
0
0
万
円

武
生
中
央
公
園
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
大
型
遊
具
の
一
部
更
新
を
含
め

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
広
場
等
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

■

南
越
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　

1
4
9
1
万
1
千
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
関

す
る
調
査
委
託
お
よ
び
岩
内
山
視

点
場
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

■

公
共
交
通
感
染
症
対
策
事
業

　
　

2
0
9
4
万
6
千
円 

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
伴
う
福
井
鉄
道
福
武
線

お
よ
び
路
線
バ
ス
の
安
定
運
行
の
た

め
の
経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

学
校
施
設
等
感
染
症
対
策
事
業

　
　

1
9
9
1
万
円 

※

学
校
再
開
に
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
や
学
習
保
障
等
に

係
る
設
備
・備
品
等
の
追
加
整
備
を

行
い
ま
す
。

■

財
政
調
整
基
金
事
業

　
　

5
億
2
0
0
7
万
円

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

基
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

※
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
連
費
で
す
。

問
合
先
／
防
災
危
機
管
理
課

　

 

☎
2
2-

3
0
8
1

越
前
市
交
通
安
全
母
の
会
が

「
安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た

越前市交通安全母の会

会長　加藤 のぶ子 さん

長
年
、
子
供
や
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
、
人
命
の
尊
重
と
思
い
や

り
の
心
で
、
生
涯
に
わ
た
り
交
通
安

全
教
育
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
家
庭

や
地
域
に
お
い
て
交
通
安
全
活
動
を

継
続
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
母
の
会
の

歴
史
は
一
人
で
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
一
人
一
人
の
「
行
動
や
思
い

や
り
」
「
気
配
り
」
が
地
域
を
変
え
支

え
合
う
心
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
と
築
い
た
信
頼
・
絆
で
成
し
遂

げ
た
「
街
頭
一
斉
指
導
」
「
高
齢
者

教
室
」
「
反
射
材
貼
付
」
「
七
夕
ふ
れ

あ
い
教
室
」
「
事
故
現
場
再
確
認
」
「
新

春
学
習
会
」
等
多
く
の
事
業
は
、
母
の

会
の
誇
り
で
あ
り
母
の
愛
の
証
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
の
実
績
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
、

皆
さ
ま
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
交
通

事
故
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ

い
、
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
社
会
の
構

築
、
そ
し
て
家
庭
か
ら
地
域
へ
「
愛
の

一
声
運
動
」
を
母
の
し
な
や
か
な
目

と
愛
の
心
で
、
今
後
も
栄
え
あ
る
賞

に
恥
じ
ぬ
よ
う
活
動
指
針
と
し
て
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

越
前
市
交
通
安
全
母
の
会
が
、
交

通
安
全
や
火
災
予
防
な
ど
国
民
の
安

全
確
保
に
功
績
を
挙
げ
た
団
体
や
個

人
を
た
た
え
る
「
令
和
2
年
安
全
功

労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。　

　

賞
状
と
盾
を
11
月
9
日
ま
で
あ
い

ぱ
ー
く
今
立
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

【受
賞
の
こ
と
ば
】 

 

今
回
の
「令
和
2
年
安
全
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
」
の
受
賞
は
、
交

通
安
全
母
の
会
と
し
て
大
変
光
栄
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
長
年
の
活
動

が
実
を
結
び
認
め
ら
れ
会
員
一
同
大

変
う
れ
し
く
、
ま
た
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
交
通
安
全
母
の
会
は
、
「
交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
」を
合
言
葉
に
、

かとう　

祝

▲ふれあい教室

2
0
2
0
国
勢
調
査
の

回
答
は
お
済
み
で
す
か

担
当
課
／
情
報
統
計
課

☎
2
2-

3
0
6
1

　

国
勢
調
査
は
、
10
月
1
日
現
在
で
国

内
に
住
む
全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象

と
す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。

　

回
答
が
ま
だ
の
世
帯
は
、
9
月
中
旬

に
配
布
し
て
い
る
紙
の
調
査
票
に
記
入

の
上
、
調
査
票
と
一
緒
に
配
布
し
た
郵

便
提
出
用
の
封
筒
に
入
れ
て
、
至
急

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■

問
合
先
／

調
査
内
容
や
記
入
方
法
に
つ
い
て

・国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0-

0
7-

2
0
2
0

（I
P
電
話
の
場
合

☎
0
3-

6
6
3
6-

9
6
0
7
）

・受
付
時
間
／
午
前
8
時
～
午
後
9
時

調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合
な
ど

・国
勢
調
査
越
前
市
実
施
本
部

☎
2
2-

3
8
2
0

・
受
付
日
時
／
平
日　

午
前
8
時
半

～
午
後
5
時
15
分

問
合
先
／
防
災
危
機
管
理
課

　

 

☎
2
2-

3
0
8
1

　

越
前
警
察
署
管
内
に
お
け
る
1
月

か
ら
8
月
末
時
点
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る

と
増
加
し
て
お
り
、
特
に
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事

故
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
で
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
に
特
徴
的
な
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
市
で
は
、
踏
み
間
違
い

を
防
ぐ
後
付
け
安
全
装
置
を
購
入

お
よ
び
設
置
し
た
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
（
1
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

■

補
助
要
件
／

・
市
内
に
居
住
す
る
満
65
歳
以
上
の

人
（
申
請
に
係
る
年
度
内
に
65
歳

に
達
す
る
人
を
含
む
）

※

適
合
車
種
に
つ
い
て
は
、
後
付
け

安
全
装
置
取
扱
事
業
者
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※

補
助
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
取
扱

事
業
者
ま
た
は
防
災
危
機
管
理
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
に

後
付
け
安
全
装
置

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

農
業
機
械
作
業
の
安
全

対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

担
当
課
／
農
政
課

☎
2
2-

3
0
0
9

　

令
和
元
年
以
降
、
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
ー
が
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
作
業
機
を

付
け
た
状
態
で
公
道
を
走
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
走
行
の
際
に
は
、
次

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

①
農
作
業
機
を
装
着
し
て
も
灯
火
器

類
が
他
の
交
通
か
ら
見
え
る
こ
と
。

②
農
作
業
機
を
装
着
し
た
状
態
で
幅

が
1.7
m
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
。

③
農
作
業
機
と
ト
ラ
ク
タ
ー
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
安
定
性
が
基
準
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。

　

ま
た
、
乗
用
型
農
業
機
械
に
お
け
る

転
落
・転
倒
死
亡
事
故
が
全
国
的
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

農林水産省の
関連ホームページ

▲交通安全教室
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知ってほしい、 市の制度やイベント行事 などの情報を紹介します。

広報の内容について、ご不明な点は

お気軽に問い合わせてください。

　

な
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
、
年
金
機
構
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
0
5
7
0-

0
5-

1
1
6
5
）

や
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
に
つ
い
て

問
合
先
／
保
険
年
金
課

   

☎
2
2-

3
0
0
2

　

年
金
等
の
収
入
が
一
定
基
準
額
以

下
の
年
金
受
給
者
に
対
し
て
、
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
新
た

に
該
当
に
な
る
人
は
、
請
求
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■

対
象
者
／
4
月
1
日
時
点
で
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
か

を
受
給
し
、
支
給
要
件
を
満
た
す
人

・老
齢
年
金
の
場
合

65
歳
以
上
で
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
所
得
の
合
計
額
が
約
88
万
円
以

下
で
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
人

・障
害
年
金
・遺
族
年
金
の
場
合

本
人
の
所
得
が
約
4
6
2
万
円

(

扶
養
親
族
に
よ
り
増)

以
下
の
人

■

給
付
額
／

・老
齢
年
金

基
準
月
額
5
0
3
0
円

（納
付
月
・免
除
月
数
に
応
じ
て
変

動
）

・障
害
年
金
（2
級
）、
遺
族
年
金

月
額
5
0
3
0
円

・障
害
年
金
（1
級
）

月
額
6
2
8
8
円

■

手
続
き
／
該
当
す
る
人
に
は
、
年
金

機
構
か
ら
10
月
ご
ろ
に
申
請
に
必
要

問
合
先
／
防
災
危
機
管
理
課

　

 

☎
2
2-

3
0
8
1

　

「
緊
急
地
震
速
報
訓
練
」
の
た
め
、

市
内
全
域
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
チ
ャ

イ
ム
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
気
象
や
地
震
活
動
の
状

況
な
ど
で
訓
練
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■

と
き
／
11
月
5
日
（木
）

午
前
10
時
ご
ろ

■

放
送
（予
定
）設
備
／

・屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

（小
学
校
等
に
設
置
）

・戸
別
受
信
機

（公
共
施
設
等
に
設
置
）

緊
急
地
震
速
報
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

お
願
い

　

低
年
齢
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
愛
着

の
形
成
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
、
で
き
る
限

り
育
児
休
業
を
取
得
す
る
な
ど
、
家

庭
で
の
保
育
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
園
入
園
申
込

問
合
先
／
子
ど
も
福
祉
課

　

 

☎
2
2-

3
0
0
6

　

令
和
3
年
度
内
（
令
和
3
年
4
月

～
令
和
4
年
3
月
ま
で
）
に
入
園
を

希
望
す
る
人
は
、
締
切
日
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■

申
込
締
切
／
11
月
13
日
（
金
）
必
着

■

受
付
場
所
／
子
ど
も
福
祉
課
に
持

　

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■

持
参
受
付
曜
日
／

・月
・火
・水
曜
日…
平
成
27
年
4
月

2
日
か
ら
令
和
2
年
4
月
1
日
に

生
ま
れ
た
子

・木
・
金
曜
日…

令
和
2
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ま
た
は
こ

れ
か
ら
生
ま
れ
る
予
定
の
子

※

募
集
案
内
や
申
し
込
み
に
必
要
な

書
類
は
、
子
ど
も
福
祉
課
ま
た
は

今
立
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

問
合
先
／
総
合
交
通
政
策
課

　

 

☎
2
2-

3
7
0
4

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
制
度

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人

は
、
市
民
バ
ス
「
の
ろ
っ
さ
」
を
無
期

限
・無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

■

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自

主
的
に
有
効
期
間
内
の
全
て
の
免

許
を
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
人

■

利
用
方
法
／
県
公
安
委
員
会
が
交

付
す
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
ま
た

は
市
が
交
付
す
る
「運
転
免
許
自
主

返
納
証
明
証
」
を
運
転
手
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
バ
ス
制
度

　

福
祉
バ
ス
利
用
券
を
使
用
す
る
と

路
線
バ
ス
を
市
内
区
間
1
0
0
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

■

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
精
神
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

④
上
記
①
～
③
を
介
助
す
る
人

■

福
祉
バ
ス
利
用
券
の
交
付
場
所
／

社
会
福
祉
課
、
長
寿
福
祉
課
、
総
合

交
通
政
策
課
、
今
立
総
合
支
所
、

市
民
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の

お
得
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

味
真
野
出
張
所
、
白
山
出
張
所
、

市
内
地
区
公
民
館

■

利
用
で
き
る
運
行
日
／

週
3
日
（火
・木
・土
曜
日
）

※

白
山
線
の
み
（火
・木
・金
曜
日
）

※

市
内
区
間
を
走
る
路
線
バ
ス
に
限

り
ま
す
。

■

利
用
方
法
／
一
乗
車
に
つ
き
、
福

祉
バ
ス
利
用
券
1
枚
と
1
0
0
円

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
長
寿
福
祉
課
（①
の
人
）

　

 

☎
2
2-

3
7
1
5

　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（②
の
人
）

　
☎
2
2-

3
0
0
4

■

対
象
／

①
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯
で
要

介
護
1
～
5
に
認
定
さ
れ
て
い
る
在

宅
の
人
（一
人
世
帯
含
む
）か
つ
、
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

②
1
・2
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
在
宅
寝
た
き
り
の
人

※
①
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
つ

い
て
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■

内
容
／
一
人
に
つ
き
掛
布
団
、
敷

布
団
、
毛
布
を
各
1
枚
回
収
し
、
洗

濯
し
ま
す
。

■

回
収
日
／
11
月
10
日
（火
）～
12
月
3

　

日
（木
）の
毎
週
火
・水
・木
曜
日

　

※
11
月
19
日
は
除
き
ま
す
。

■

費
用
／

　

▪
掛
・敷
布
団　

　

各
3
0
0
円
（1
0
0
円
）

　

▪
毛
布　

1
0
0
円
（5
0
円
）

※
（ 

）内
は
非
課
税
世
帯

　

※
右
記
以
外
は
、
別
途
料
金
が
か
か
り

　

ま
す
。

■

申
込
期
限
／
10
月
30
日
（金
）

寝
具
の
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す

日本年金機構
ホームページ

一
人
暮
ら
し
寡
婦
へ
の

医
療
費
助
成
を

廃
止
し
ま
す

問
合
先
／
子
ど
も
福
祉
課

   

☎
2
2-
3
0
0
6

　

越
前
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
令
和
3
年
度
か
ら

75
歳
未
満
の
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦

（
か
つ
て
母
子
家
庭
で
あ
り
、
子
ど
も

が
独
り
立
ち
し
た
、
配
偶
者
の
い
な
い

女
性
）へ
の
助
成
を
廃
止
し
ま
す
。

※

令
和
3
年
3
月
受
診
分
ま
で
は
、

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
・市
町
不
動
産

合
同
公
売
の
お
知
ら
せ

問
合
先
／
収
納
課

   

☎
2
2-

3
0
1
5

　

市
で
は
、
財
政
の
健
全
化
と
納
税
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
滞

納
処
分
を
行
っ
た
財
産
の
公
売
を
県

と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
公
売
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
ま
せ
ん
。
参
加
希
望
者
は
、
事

前
に
公
売
の
手
引
き
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
を
確
認
の
上
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

公売の手引きは
こちらから

公
売
の
概
要

■

入
札
期
間
／
11
月
20
日
（金
）

午
前
10
時
半
～
11
時

■

入
札
場
所
／

福
井
県
立
図
書
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

（福
井
市
下
馬
町
51
‐11
）

■

公
売
保
証
金
の
納
付
期
間
／

11
月
20
日
（金
）

午
前
10
時
半
～
10
時
50
分

物件の所在

公売物件

物件の情報（公簿）

見積価格（最低価格）

公売保証金

家久町103字上深町15番2

宅地　709.98㎡

1,409万円

141万円

公売物件（土地）　

都市計画区域（非線引区域）
用途地域（第一種住居地域）
※面積は、登記簿上の面積です。

会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
働
く
保
育
士
を

募
集
し
ま
す

問
合
先
／
子
ど
も
福
祉
課

   

☎
2
2-

3
0
0
6

　

公
立
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
で
、

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
く
保

育
士
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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知ってほしい、 市の制度やイベント行事 などの情報を紹介します。

広報の内容について、ご不明な点は

お気軽に問い合わせてください。

2
0
2
0
た
け
ふ
菊
人
形

Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団

ミ
ニ
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
の
案
内

問
合
先
／
た
け
ふ
菊
人
形
ま
つ
り
実

行
委
員
会

   

☎
2
1-

0
1
7
5

　

2
0
2
0
た
け
ふ
菊
人
形
で
は
、

期
間
内
の
3
日
間
に
限
り
、
O
S
K

日
本
歌
劇
団
ミ
ニ
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
（
無

料
）
を
開
催
し
ま
す
。
シ
ョ
ー
の
観
覧

に
は
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理

券
の
配
布
方
法
等
は
、
10
月
20
日
以

降
に
た
け
ふ
菊
人
形
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
き
／

10
月
31
日
（土
）、

11
月
1
日
（日
）、
3
日
（火
・祝
）

※

1
日
3
回
公
演
、
30
分
程
度

■
と
こ
ろ
／
た
け
ふ
菊
人
形
会
場
内

■
屋
外
ス
テ
ー
ジ

※

例
年
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
の
公
演
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
先
／
市
民
協
働
課

　

 

☎
2
2-

3
2
9
3

空
き
家
・空
き
店
舗
等
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
補
助
制
度

　

市
で
は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、

空
き
家
・
空
き
店
舗
の

活
用
補
助
制
度
に
つ
い
て

問
合
先
／
市
民
協
働
課

　

 

☎
2
2-

3
2
9
3

　

市
制
施
行
15
周
年
と
市
民
プ
ラ
ザ

た
け
ふ
オ
ー
プ
ン
1
周
年
を
記
念
し

て
、
10
月
の
１
カ
月
間
、
市
民
プ
ラ
ザ

た
け
ふ
大
交
流
祭
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
素
敵
な
景
品
が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
や
市
民
活
動
団
体
等
の
活
動

内
容
を
紹
介
す
る
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
最
終
日
で
あ
る
10
月
31
日

（土
）の
午
前
9
時
半
か
ら
午
後
3
時

ま
で
は
、
3
階
全
体
を
使
用
し
た
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
体
験
ブ
ー
ス
な
ど
の
楽

し
い
催
し
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
、
検
温
等
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

市
民
プ
ラ
ザ
た
け
ふ

大
交
流
祭
を

開
催
し
て
い
ま
す

大
規
模
小
売
店
舗
の

届
出
書
縦
覧
に
つ
い
て

問
合
先
／
産
業
政
策
課

   

☎
2
2-

3
0
4
7

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

く
届
出
が
県
に
提
出
さ
れ
た
た
め
、

次
の
と
お
り
届
出
書
を
縦
覧
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
店
舗
周
辺
の
生
活
環
境
保

持
の
た
め
に
、
大
規
模
小
売
店
舗
の

設
置
を
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
中
に
県
に
意
見

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
な
ど
を
有
効
活

用
し
て
市
民
活
動
拠
点
施
設
を
新
た

に
開
設
す
る
市
民
活
動
団
体
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■

補
助
対
象
経
費
／
改
修
や
修
繕
に

要
す
る
工
事
費
や
付
帯
工
事
費

■

補
助
金
額
／

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
、

上
限
1
0
0
万
円
も
し
く
は
50
万
円

※
営
利
目
的
の
活
動
は
対
象
外
で
す
。

※
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
最
低
開
設

期
間
の
設
定
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
／
防
災
危
機
管
理
課

　

 

☎
2
2-

3
0
8
1

　

罹
災
証
明
書
の
交
付
手
続
き
が
9

月
15
日
よ
り
変
わ
り
、
被
災
証
明
書

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

罹
災
証
明
書
で
は
、
住
家
の
被
害

程
度
の
証
明
を
、
被
災
証
明
書
で
は
、

非
住
家
や
自
動
車
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
事
実
を
証
明
し
ま
す
。
両
証
明

と
も
申
請
期
限
は
、
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
日
よ
り
3
カ
月
以
内
で

す
。

　

手
続
き
の
変
更
に
伴
い
、
申
請
様
式

も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
旧
様
式
で

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

罹
災
証
明
書
の
交
付

手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

問
合
先
／
建
築
住
宅
課

   

☎
2
2-

3
0
7
4

　

9
月
4
日
に
福
井
県
嶺
北
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
5.0
の
地
震
が
発
生
し
、
県
内

の
一
部
地
域
で
は
、
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
地
震
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
行
う

場
合
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
場
合

■

対
象
者
／

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

　

し
た
在
来
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工

　

法
に
よ
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅
を

　

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
所
有
し
て

　

い
る
人

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す

■

本
人
負
担
額
／
耐
震
診
断
と
補
強

プ
ラ
ン
作
成
併
せ
て
1
万
円

　

※
伝
統
的
な
古
民
家
の
耐
震
診
断

と
補
強
プ
ラ
ン
作
成
に
対
す
る

支
援
も
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
行
う
場
合

■

対
象
者
／
補
強
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ

　

た
木
造
住
宅
を
自
ら
居
住
す
る
た
め

　

に
所
有
し
て
い
る
人

■

対
象
工
事
／
補
強
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

　

耐
震
改
修
工
事

■

補
助
金
額
／
最
大
1
0
0
万
円

※
部
分
改
修
の
場
合
、
最
大
30
万
円

※
伝
統
的
な
古
民
家
に
該
当
す
る

場
合
、
最
大
1
7
0
万
円

■

注
意
点
／
工
事
請
負
契
約
前
に
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
前
に
契
約
し
た
場
合
は
、
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
「
伝
統
的
な
古
民
家
」
と
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
一
戸
建
て

木
造
住
宅
を
い
い
ま
す
。

・伝
統
的
構
法
に
よ
る
も
の

・ふ
く
い
の
伝
統
的
民
家
の
認
定
を

受
け
た
も
の

※
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
先
／
環
境
政
策
課

   

☎
2
2-

5
3
4
2

　

金
属
資
源
の
一
層
の
資
源
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■

と
き
／
１１
月
1
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
午
後
が
比
較
的
空
い
て
い
ま
す
。

■

と
こ
ろ
／
第
1
清
掃
セ
ン
タ
ー

■

注
意
事
項
／

・開
門
前
の
来
場
は
、
道
路
交
通
の

妨
げ
と
な
る
た
め
控
え
て
く
だ
さ
い
。

金
属
類
・電
気
製
品
の

拠
点
回
収
を
行
い
ま
す

迎
車
で
Ｇ
Ｏ
！

定
額
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

利
用
は
11
月
8
日
ま
で
で
す

問
合
先
／
観
光
交
流
推
進
課

   

☎
2
2-

7
4
3
4

　

市
内
27
カ
所
の
観
光
施
設
に
設
定

さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
乗
降
可
能
場
所
の

1
区
間
を
3
0
0
円
で
移
動
で
き
る

■

店
舗
の
名
称
／

ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
新
保
店

■

縦
覧
書
類
／
新
設
届
出
書

■

縦
覧
期
間
／

令
和
3
年
1
月
14
日
（木
）ま
で

午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分

※

土
・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■

縦
覧
場
所
／
市
産
業
政
策
課
、

福
井
県
庁
産
業
政
策
課

定
額
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

■

チ
ケ
ッ
ト
販
売
お
よ
び
利
用
可
能

期
間
／
11
月
8
日
（日
）ま
で

■

利
用
可
能
日
／

購
入
日
お
よ
び
そ
の
翌
日

※

11
月
8
日
に
購
入
し
た
場
合
は
当

日
の
み
。

※

販
売
場
所
や
乗
降
可
能
場
所
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
蛍
光
灯
、
灯
油

な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
取
り
除
い

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■

回
収
で
き
な
い
品
目
／

・有
害
ご
み
（
電
池
類
、
バ
ッ
テ
リ
ー

類
、
水
銀
含
有
品
な
ど
）

・本
体
の
タ
ン
ク
下
に
灯
油
が
残
っ
て

い
る
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

・家
電
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
（
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯

機
、
衣
類
乾
燥
機
）　

・木
製
電
気
製
品
（こ
た
つ
、
木
製
ス

ピ
ー
カ
ー
）

・布
製
電
気
製
品
（電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

電
気
毛
布
）

・フ
ロ
ン
使
用
電
気
製
品
（除
湿
器
）

・油
入
電
気
製
品
（オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）

・農
業
用
品
（
農
機
具
、
農
業
用
資

材
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
）　

※
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。



健康に
関する話

このページに関する
お問い合わせ・申し込みは

健康増進課　
☎24-2221まで
FAX 24-5885

※市民プラザたけふ…アル・プラザ武生3・4階　

※新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては、変更となる可能性があります。

こころとからだの健康づくり

　◎チャレンジ教室（生活習慣病予防の運動）
　　と　き／10月19日（月）、11月2日（月）、16日（月）
 午前9時半～11時
　　ところ／市民プラザたけふ4階 多目的ホール
　　問合先／健康増進課　☎24-2221

　◎いきいき運動広場（武生）
　　と　 き／毎週金曜日　※祝日は休み
 午前9時半～11時半
　　ところ／市民プラザたけふ4階 多目的ホール
　　参加費／1回100円
　　問合先／長寿福祉課　☎22-3784

　◎いきいき運動広場 PLUS（今立）
　　と　 き／毎週火曜日　※祝日は休み
 午前9時半～11時
　　ところ／社会福祉センター（杉尾町）
　　参加費／1回100円
 ※市民バス「のろっさ」を利用した場合は、無料です。
　　問合先／長寿福祉課　☎22-3784

　◎いきいき運動広場 PLUS（シピィ）
　　と　 き／毎週金曜日　※祝日は休み
 午前10時半～正午
　　ところ／シピィ 2階
　　参加費／1回100円
 ※市民バス「のろっさ」を利用した場合は、無料です。
　　問合先／長寿福祉課　☎22-3784

知っていますか？糖尿病の恐ろしさ
［糖尿病とは］

［高血糖が続くと糖尿病に］
　糖尿病は、誰にでも起こりうる身近な病気です。平成30年度では、越前市国民健康保険加入者のうちおよそ33％

もの人が糖尿病の治療を受けています。

　糖尿病を早期に発見するため、毎年健康診査を受診し、血糖値またはHbA1cの数値を確認してください。

　重症化すると病状が快方に向かうことは、より困難

になります。そのため、症状がなくなったり血糖値が

下がったりしても、自己判断で治療を中断せず、定期

的に医療機関を受診してください。

え：壊疽 

の：脳梗塞

き：狭心症、心筋梗塞

し：神経障害

め：（目）網膜症

じ：腎症

［放置してはいけません］
　健康診査で血液検査を受けることが糖尿病予防の

第一歩です。その結果、血糖値またはHbA1cが高けれ

ば、保健指導を受け、速やかに食生活や運動などの生

活習慣を見直してください。

［まずは予防しましょう］

健診を受けても…
健診を受けた国保加入者のうち半数以上（約55.7％）の人は、HbA1cの数値が

5.6以上となっています。しかし、そのうち病院にかかっている人は、約4割し

かいません。残り6割ほどの人は、そのまま放置しているという状況です。

健康診査に
ついては
こちら 

【HbA1c判定】

5.9
基準値
5.6 6.5

糖尿病予備軍 糖尿病型

mg/dL120未満

mg/dL50～149

150～219 mg/dL

mg/dL150未満

50～99 mg/dL

%5.6未満

mg/dL40以上HDLコレステロール

LDLコレステロール
脂
質

糖
尿

血
液
検
査

中性脂肪

総コレステロール

nonHDL-CHO

血糖

HbA1c

市の健診の基準値は、5.6です。
5.9以上の人は、特に注意が必要です。

　糖尿病は、血糖値を下げるホルモンであるインスリンが正常に働かず、

全身の血管を傷つける病気です。初期段階では、自覚症状がほとんどない

ため放置されがちですが、重症化すると壊疽による足の切断や失明する

可能性があります。また、合併症として腎臓が悪くなると、透析治療が必

要になる場合もあります。

　糖尿病になると、「しめじ」と「えのき」で始まる合併症を発症する危険

性が高まります。

え    そ
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知ってほしい、 市の制度やイベント行事

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

～
我
が
家
か
ら
は
火
事
を
出
さ
な
い
～

問
合
先
／

　

南
越
消
防
組
合

　

中
消
防
署 　

☎
2
1-

8
8
8
5

　

東
消
防
署   

☎
4
3-

0
1
1
9

暖
房
器
具
に
潜
む
危
険

　

暖
房
機
具
は
、
使
用
上
の
注
意
を

怠
っ
た
り
、
使
用
方
法
を
誤
る
こ
と
で

火
災
に
至
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
使
用
す
る
前
に
は
、
次
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
り
、
適
切
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

南越消防組合
ホームページ

『
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

⑦
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

暖
房
器
具
の
使
用
に
あ
た
っ
て

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

①
燃
料
の
誤
給
油
に
注
意
す
る
。

②
耐
震
自
動
消
火
装
置
が
正
常
に

作
動
す
る
か
定
期
的
に
確
認
す
る
。

③
暖
房
器
具
の
上
や
近
く
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

④
寝
る
時
や
外
出
す
る
と
き
は
、
必

ず
火
の
元
を
確
認
す
る
。

⑤
灯
油
を
使
用
す
る
暖
房
器
具
を

取
り
扱
う
と
き
は
、
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
気
を
付
け
る
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
1
週

間
に
わ
た
り
全
国
で
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、
暖
房
器
具
等

の
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
る

た
め
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
よ
り
も
危
険
な
電
気

ス
ト
ー
ブ

　

火
災
件
数
は
、
近
年
、
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
火

災
の
う
ち
、
電
気
製
品
や
電
気
コ
ー
ド

な
ど
か
ら
出
火
す
る
電
気
火
災
の
割

合
は
、
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
電
気
火
災
の
中
で
火
災

件
数
、
死
者
数
と
も
に
最
も
多
く
発

生
し
て
い
る
の
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
よ

る
火
災
で
す
。

　

 

ス
ト
ー
ブ
の
う
ち
、
最
も
火
災
の
危

険
性
が
高
い
と
思
う
も
の
に
つ
い
て
質

問
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
8

割
以
上
の
人
が
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
回

答
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
の
火
災
が
最
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、
「
火
を
使
わ
な

い
」
こ
と
で
安
全
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
際
は
就
寝
中
に
布
団
が
触
れ

て
火
災
と
な
る
ケ
ー
ス
や
、
洗
濯
物
を

近
づ
け
て
火
災
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
就
寝
時
の
火
災

が
多
く
、
寝
る
前
の
確
認
が
大
切
で
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
安
全
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
適
切
に
機

能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
維
持
管
理
が
重

要
で
す
。
標
準
的
な
使
用
期
間
は
、

一
般
的
に
7
年
か
ら
10
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
作
動
す
る

よ
う
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、

適
切
に
交
換
す
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

古
く
な
っ
た
ら
警
報
器
本
体
を
交
換

点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
か
点
検
ひ
も
を
引
っ

張
り
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま

し
ょ
う

警
報
器
本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ
う

←

作
動
確
認
し
て
も
警
報
器
に
反
応
が
な

け
れ
ば
、
警
報
器
の
本
体
ま
た
は
電
池
を

交
換
し
ま
し
ょ
う

火
災
警
報
以
外
の
警
報
が
鳴
っ
た
場
合

定
期
的
な
作
動
確
認

←

暖房器具を使用する際は、

周りを常に整理整頓し、

燃えやすいものを近づけないよう

注意しましょう。

知ってほしい、 市の制度や
イベント行事などの情報を紹介します。

詳しくは
総務省消防庁
ホームページを
ご覧ください
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※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントについては、中止または延期する場合があります。
※各施設への来場の際には、マスクの着用や手指の消毒などの感染予防対策にご協力ください。19

林業実践「チェーンソーのメンテナンス法」

　●と　き／10月31日（土）　 午前10時～午後3時

　●講師／㈱タニグチ商会　谷口　康博氏

●定員／10人

　●参加費／1,500円（昼食込）

林業実践「木の切り方、 倒し方」

　●と　き／11月1日（日）　 午前10時～午後3時

　●講師／山海舎越前　加登　松樹氏

●定員／10人

　●参加費／1,500円（昼食込）

　※10月31日に開催の講座と同時申込で500円引き

押し花の教室

　●と　き／11月7日（土）  午前10時～午後3時

　●定員／15人

　●参加費／1,500円（昼食込）　　

天体教室「天王星の観察」

　●と　き／11月7日（土）  午後8時～9時

　※雨天曇天時は、 中止します。

　※頂上の観測所で開催します。

　●定員／15人（要申込）

　●参加費／無料

草木染め教室「カリヤス染め～箸袋づくり」

　●と　き／11月8日（日）  午前10時～午後3時

　●定員／15人　●参加費／ 1,500 円 （昼食込）

森のフォト教室

　●と　き／11月8日（日）  午前10時～午後3時

　●定員／15人　●参加費／1,500円（昼食込）

生きものスケッチ教室

　●と　き／11月8日（日）  午前10時～午後3時

　●定員／5家族

　●参加費／一人1,000円（昼食込）、 未就学児無料

落ち葉焚き体験

　●と　き／11月14日（土）  午前10時～正午

　●定員／5家族

　●参加費／一人500円、 未就学児無料

森のヨガ体験

　●と　き／11月19日（木）  午前10時～11時半

　●定員／20人

　●参加費／500円

　※別途800円で弁当が付きます。

　●持ち物／ヨガマット、 タオル

別印町19-1-1　☎ 42-3800　火曜日休館
※定員のあるものは先着順受付となります。

エコビレッジ交流センター20周年記念「野鳥絵画展」

「鳥類写生図譜」を刊行された越前市出身の土岡　春郊氏

による野鳥の絵画20点を展示します。

　●と　き／10月1日(木)～11月8日(日)　午前9時～午後6時

　●参加費／無料

　※先着50人に20周年記念オリジナル手ぬぐいを進呈します。

坂口エコミュージアムウォーク「いろんな木の実を見つ

けよう」

近くのハッピー山でいろんな木の実を探しましょう。

　●と　き／11月1日（日）  午後1時半～3時

　●定員／20人　●参加費／無料

　●服装／歩きやすい格好　

つちおか　 しゅんこう

さんかいしゃ えちぜん

池ノ上町48-6-1　☎ 22-1241

トントンカンカン教室

ペティナイフ（1人1本まで）を作ります。体験の後には、伝統

工芸士の火造り鍛造の技を見学できます。開催日時は、申

し込み時に相談してください。所要時間は、約3時間です。

  ●と　き／毎月20日～末日の希望する日 

  ●対象／小学生以上　●定員／10人（要申込）

　●参加費／1本2,000円　●服装／作業服　

　●持ち物／軍手　●申込締切／毎月15日

「手研ぎ」教室（要予約）

包丁の研ぎ方を学びます（1人1本まで）。包丁を持ち込んで

教わることもできます。所要時間は、約30分です。　

　●と　き／10月24日（土） 　 午前10時～午後3時

  ●講師／伝統工芸士　黒崎　真氏

　●参加費／無料

特別展「鎌コレクション2020」

越前鎌など、手づくりで製造された9つの産地の鎌を展示します。

  ●と　き／11月5日（木）～令和3年1月31日（日）

越前打刃物鍛造実演見学

伝統工芸士の岡田　政信氏が鎌の火造り鍛造を実演します。

  ●と　き／11月7日（土）  午前10時～午後3時

刃物の里クイズDAY

越前市の伝統工芸にちなんだクイズを出題します。5問中3

問以上正解した人には、千代鶴国安せんべい1袋をプレゼ

ントします。

  ●と　き／11月21日（土）  午前9時～午後4時

くろさき　　まこと

おかだ　　まさのぶ

かど　　　　まつき

たにぐち　　やすひろ

湯谷町25-25-2　☎ 28-1123　月曜日休館

（臨時休館あり)

詳しいイベント情報は詳しいイベント情報は をご覧ください。かこさとしふるさと絵本館越前市立図書館 をご覧ください。かこさとしふるさと絵本館越前市立図書館

かこさとし
ふるさと
絵本館「　」

らく

☎21-2019

中央図書館
☎22-0354

今立図書館
☎43-0229

※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント等については、中止または延期する場合があります。

越前市の魅力を発信するために、市内の伝統文化を盛り込んだ紙芝居を募集しています。
締切日／１０月３１日（土）
受賞数／大　賞【一 般 の 部】賞金１０万円 １点
　　　　　　　【小学生以下の部】図書カード１万円分 １点
　　　　入　賞【各部門合わせて】越前市の伝統産業商品など １０点
発　表／１２月（予定）
表彰式／令和３年３月

要
申込

参加
無料

要
申込

参加
無料

参加
無料

演奏時の様子

パピプペポーおんがくかい
「未来への行進」（かこさとし作詞／神原いずみ作曲）をはじめとした
なじみのある曲を演奏します。
と　き／１０月２４日（土） 午後２時
演奏者／アンサンブル ぴのき
定　員／１０家族（２０人程度）

あきのおはなしあのね
ボランティアグループ「おはなしあのね」が「実りの秋」をテーマに、
楽しいおはなしの会を開催します。
と　き／ １０月３１日(土) 午前１０時半～１１時半　ところ／中央図書館 学習支援室
※新型コロナウイルス感染症対策のため、参加者多数の場合は、人数制限を設けます。

図書館の仕事を実際に体験する講座です。講座を通して本の楽しさを学び、友達や家族に伝えましょう。
と　き／ １０月３１日（土） 午後１時～４時 ところ／中央図書館 学習支援室
対　象／小学校４～６年生　定　員／10人

ジュニア司書講座を開催します

本を汚さないための
コーティング加工を実際に行います。

読書週間企画「ふるほん市」を開催します
１０月２７日から１１月９日は読書週間

利用者から提供された本や雑誌を無料で持ち帰ることができます。（一人１０冊まで）
と　き／ １０月３１日（土） 午前９時半～正午　ところ／  中央図書館　エントランス　今立図書館　玄関ロビー

紙芝居コンテスト 作品募集締切日迫る

［持ち物1］　おすすめの本1冊
 （図書館などで借りた本でも可）

［持ち物2］　コーティング用の本1冊
 （私物の本）

本を紹介する「ＰＯＰ」を作ります。
ポップ

18越前市広報
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※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントについては、中止または延期する場合があります。
※各施設への来場の際には、マスクの着用や手指の消毒などの感染予防対策にご協力ください。21

たかはし　　　ゆきこ

地域振興課　粟田部町9-1-9　☎ 43-7811　

午前9時～午後10時

あいぱーく講座

ちょいトレナイト　～ウォーキング＆ヨガ～

ウォーキングで身体を温めてからヨガを行います。

　●と　き／11月17日（火）  午後7時45分～9時

　●講師／健康運動指導士　高橋　有希子氏

　●定員／50人（要申込）　●参加費／無料

　●持ち物／室内用シューズ、直径20センチのボール（購

　 入可）、ヨガマット（有料で貸出可）またはバスタオル

声トレ健康法　～声を出して免疫力を上げよう～

マスクをしたままでもできる声の出し方を学びます。声を出

して免疫力をアップしましょう。

　●と　き／11月25日（水）  午後1時半～2時半

　●講師／フリーアナウンサー　さかい　ちよみ。氏

　●定員／30人（要申込）　●参加費／無料

落語独演会

　●と　き／11月27日（金）  午後1時半～2時半

　●内容／古典落語「鍬盗人」

創作漫談「腹の上のポニョ」

　●講師／はやおき亭貞九郎氏

　●定員／30人（要予約）　●参加費／200円（おやつ代）

てい　さだくろう

展示コーナー

市制施行15周年記念事業

「10大ニュースで振り返る越前市のあゆみ」パネル展

　●と　き／10月22日(木)～11月9日（月）

子どもが描いたマスクのイラスト展

（味真野公民館放課後子ども教室）

　●と　き／11月12日(木)～12月2日（水）

高瀬二丁目3-3　☎ 23-5057

映画上映会「”樹木希林”を生きる」

今なお、 私たちを魅了し続ける樹木希林とは何者なのか。 初

めて許された長期密着取材によるドキュメンタリー映画です。

　●と　き／11月13日（金） 

午前10時、 午後2時、 午後7時（3回上映）

　●ところ／文化センター　大ホール　

　●入場料／一般1,000円

友の会800円

大学生以下500円

※限定300席　

陶芸で干支作り「牛のようにドーンと良い年に」

　●と　き／11月12日（木）、13日（金）、19日（木）、20日（金）

　 午前9時半～11時半

　●定員／各12人　

　●参加費／100円

　●材料費／1,000円

　●申込締切／10月27日（火）　午後1時

アイディア旬菜料理「冬野菜を使い切ろう」

　●と　き／11月18日（水）　午前10時～正午

　●定員／9人

　●参加費／100円

　●材料費／400円

　●申込締切／10月27日（火）　午後1時

創作折り紙教室「来年は丑年」

　●と　き／12月3日（木）　午前9時半～11時半

　●定員／12人　

　●参加費／100円

　●材料費／600円

　●申込締切／10月27日（火）　午後1時

国高一丁目13-11　☎ 23-0047  

※申込多数の場合、働く女性を優先します。

ー万葉館特別展ー

橘曙覧記念文学館交流展

越前市にゆかりのある、橘曙覧の紹介や万葉集と曙覧の

関係、独楽吟の世界について、展示します。

　●と　き／10月29日（木）～12月20日（日）

たちばなあけみ

フォトクラブ味真野写真展　～四季彩～

会員が一年を通して撮影した、自然・人物・風景などの写真を

展示します。

　●と　き／10月23日（金）～11月14日（土）

　※初日は午後1時から、最終日は午後4時まで展示

余川町22-96-1　☎ 27-7800　月曜日と祝日の翌日休館

午前9時～午後5時(入園は午後4時半まで)　入園無料

しきいろどり

新在家町11-12　☎ 42-0016

午前9時～午後5時(入館は午後4時半まで)

「文房四宝の産地展」

文房四宝は、 書において欠かすことのできない筆 ・ 墨 ・

硯 ・ 紙の四つの道具を指します。 本展では、 化粧筆で

有名な広島県熊野町の 「熊野筆」 と全国最大の墨の産

地である奈良市の 「奈良墨」 をそれぞれの産地で永年

培われてきた職人技や製造工程を交えて紹介します。

材料による製品の違いや和紙との相性を感じてください。

会期中は、 各産地の筆 ・ 墨 ・ 硯 ・ 紙を購入することが

できます。

　●と　き／11月9日（月） まで

　●入館料／大人 200 円、 団体 （15 人以上） 150 円

　※高校生以下無料、 障がい者手帳を持っている人は割引あり

　※卯立の工芸館との共通料金です。

府中一丁目13-7（越前市役所内）　☎ 22-3005・FAX 22-9174

申込締切などとき・ところ講 座 名 講　師

ふるさと語り部講座
ふるさとめぐり⑤
～粟田部地区～
※花筐公民館共催

11/7 （土）　午前 9 時～正午
集合 ： 佐山姫公園駐車場

申込締切 ： 11/2 （月）
定員 ： 25 人 ( 要申込 )

ゆうす ・ くらす
美文字教室

11/10 （火） 　午後 7 時半～ 9 時
11/17 （火） 　午後 7 時半～ 9 時
会場 ： 生涯学習センター　和室

申込締切 ： 11/5 （木）
定員 ： 40 人 （要申込）

おもしろ歴史回廊
越前市の仏像
※あいぱーく講座連携

11/14 （土）　午後 1 時半～ 3 時
会場 ： あいぱーく今立　多目的ホール

申込締切 ： 11/6 （金）
定員 ： 40 人 （要申込）

福井市文化財保護課
学芸員

藤川　明宏氏

あわたべ案内人

自然塾
ほどほど養生・春夏秋冬
～季節に合わせた

心身の調え～
※あいぱーく講座連携

申込締切 ： 11/2 （月）
定員 ： 15 人 （要申込）
持ち物 ： 筆ペン
（ボールペンでも可）

天遊社

橋本　千里氏
はしもと　　　ちさと

11/12 （木）　午後 2 時～ 3 時半
会場 ： あいぱーく今立　多目的ホール

※定員のあるものは先着順となります。

東千福町17-17  ☎ 23-5811  入館無料

午前10時～午後6時　月曜日休館　

(入館は午後5時半まで、最終日は午後4時まで)

ほほえみ会パッチワークキルト展

　●と　き／10月21日(水)～25日(日)

和紙アート・くすだま作品展

　●と　き／10月22日(木)～11月1日(日)

武生盆栽と山野草の会の小品盆栽展

　●と　き／10月31日(土)・11月1日(日)

桝田屋陶芸教室新作展

　●と　き／11月4日(水)～8日(日)

南PC・デジカメクラブ写真展

　●と　き／11月11日(水)～15日(日)

　※11 日は午後 1 時から展示

「養生デザイン」
理学療法士

山中　雄大氏

漢方上級スタイリスト

青木　優加氏

やまなか　ゆうだい

あおき　　　ゆうか

ふじかわ　あきひろ

余川町55-1　☎ 27-2204　月曜日と祝日の翌日休館

午前9時～午後5時(入館は午後4時半まで)　入館無料
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再生品を
提供します

お知らせ

●と　き／11月2日(月)～19日(木)

※土・日曜日、祝日は、休みです。

●ところ／利再来館展示場

(第2清掃センター内)

※展示品は、南越清掃組合のホーム

ページに掲載します。

●当選発表／11月24日(火)

※当選者には、電話で連絡します。

●引取期間／11月25日(水)～28日(土)

※配達は、できません。

●問合先／利再来館

☎28-1390

第25回瑞貴まつり
を開催します

●と　き／10月25日(日)

午前10時～午後1時

●ところ／もやいの郷・農楽園

(横住町17-29）

●内容／地元農産物や加工品の

販売、「もやい鍋」　のふる

まい

※新型コロナ感染症の感染対策の

ため、物販・飲食スペースを屋外

に設置します。

●問合先／もやいの郷・農楽園

　　　　　☎42-3838

催し

ずいき

地元の特産である里芋の収穫感

謝祭として「瑞貴まつり」を開催し

ます。おいしい里芋料理などを楽

しむことができます。

福井県最低賃金が
改正されました

お知らせ

 ●問合先／福井労働局

　　　　　 ☎0776-22-2691

福井県最低賃金が令和2年10月2

日から「時間額830円」に改正されま

した。

働くことに悩みを抱えている人やそ

の家族からの相談に、専門のカウン

セラーが無料で応じます。事前予

約が必要です。

働くことに悩みのある
人のための相談会を
開催します

●と　き／11月13日(金)

　　　　　　正午～午後4時

●ところ／市民プラザたけふ3階

※開催部屋については、個別に案

内します。

●対象／15歳から49歳の働くことに

悩みを抱えている人とその

家族など

●問合先／

ふくい若者サポートステーション

（福井市光陽2-3-22　県社会

福祉センター1階）　  

☎0776-21-0311

お知らせ

無料税務相談を
開催します

お知らせ

●と　き／11月17日(火)　

　　　　　　　　 午前10時～午後4時

●ところ／市民プラザたけふ3階

中会議室1

●問合先／

　 北陸税理士会武生支部事務局

　 （毛利）

    ☎090-7083-5841

11月11日から17日は、「税を考える

週間」です。北陸税理士会武生支

部は、「税を考える週間」に協賛し、

相続税などの身の周りの税金につ

いて無料税務相談を行います。気

軽に相談してください。

●と　き／①毎月第2火曜日

午後1時半～4時

②毎月第2水曜日

午後1時半～4時

●ところ／①市民プラザたけふ3階

②社会福祉センター（今立）

※上記以外の日時は、総務省行政

相談センター「きくみみ福井」で

受け付けます。

●問合先／

総務省行政相談センター

「きくみみ福井」

☎0776-24-0403

秘書広報課

☎22-3428

行政相談は、困っていることや要

望したいこと、どこに相談すればよ

いか分からないことなどの幅広い

相談に対応します。

定例行政相談所

行政相談所を毎月開設し、行政

相談委員が相談内容に応じた助

言や専門機関の案内などを行って

います。相談は、無料です。また、

秘密は守られますので、気軽に相

談してください。

10月19日～25日は
「行政相談週間」です

お知らせ

●問合先／環境政策課

☎22-5342

マイボトル・マイバック
を使いましょう

お知らせ

ポイ捨てなど不適切に処分された

プラスチックごみによる海洋汚染

が世界的な問題となっています。

市では、使い捨てプラスチック製

品の使用を抑制するために、マイ

ボトルやマイバックの利用を推進

しています。市主催の会議では、

マイボトルを持参するなどの取り

組みを行っています。

町内会の会議やイベントなどで

は、マイボトルを持参するほか、買

い物時には、マイバックを利用し

てください。ただし、マイバックで

買い物をするときは、万引きなど

の誤解を与えないようにマナーを

守ってください。

マイバックを利用する

ときのマナーについて

はこちらから

●問合先／

お家でそば作り隊　事務局

jin.soba@jindai.ac.jp

市民協働課

☎22-3293

仁愛大学生によるプロジェクト

「お家で越前そば」で
そば打ちを楽しめます

お知らせ

仁愛大学の学生が地域貢献活

動として市の特産品である「越前

そば」のPR活動を行っています。

今回は、新型コロナウイルス感染

症の影響により家で過ごすことが

多くなったことから、家でもそば作

りを楽しめる「お家で越前そば」プ

ロジェクトを企画しました。市内で

生産されたそば粉などが入った

「越前そば作りセット」を先着150

人に無料で提供します。伝統食を

学びながら「おうち時間」を家族で

楽しんでください。

「お家で越前そば」

ついてはこちらから

「女性の人権ホットライン」は、夫

やパートナーからの暴力、職場等

におけるセクシャル・ハラスメン

ト、ストーカー行為などの女性を

めぐるさまざまな人権問題につい

ての相談を受け付ける専用相談

電話です。相談には、法務局職

員または人権擁護委員が応じま

す。強化週間中は、受付時間を

延長します。

11月12日～18日は
「女性の人権ホット
ライン」強化週間です

お知らせ

●と　き／

11月12日(木)～18日(水)

午前8時半～午後7時

※14日(土)と15日(日)は、午前10時

から午後5時までとなります。

●相談先／女性の人権ホットライン

　　　　　☎0570-070-810

●問合先／福井地方法務局

　　　　　　　 人権擁護課

　　　　　☎0776-22-5090

「女性の人権ホット

ライン」 については

こちらから

日本語サポーター
養成講座の受講生
を募集します

外国人市民に日本語を教える「日

本語サポーター」の養成講座を開

催します。養成講座では、日本語

初心者を指導するための基礎知

識を学びます。講義は、対面式と

オンライン会議システム「ＺＯＯＭ」

を利用したリモート式のいずれかの

形式で行います。

●と　き（全10回）／

【対面式】11月7日、　12月12日、

1月30日（全て土曜日）

午前9時半～正午

【リモート式】11月12日、19日、

26日、12月24日、

1月7日、14日、21日

（全て木曜日）

午後1時半～3時半

●ところ／市民プラザたけふ3階

（対面の回のみ）

※ＺＯＯＭでの受講が困難な人

には、専用の会場を設けます。

●対象／原則全ての養成講座

に出席でき、講座終了

後も市国際交流協会

の日本語教室で活動

できる人。

●講師／福井工業高等専門学校

一般科目教室

准教授 市村　葉子氏

●定員／ 10人程度（要申込）　

●参加費／3,500円

※別途テキスト代2,500円と協会

年会費1,000円が必要です。

●問合先／市国際交流協会

☎24-3389

FAX24-5951

info@e-i-a.jp

募集

ズーム

いちむら　　 ようこ

※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントについては、中止または延期する場合があります。

●問合先／環境政策課

☎22-5342

10月は食品ロス
削減月間です

お知らせ

食べられるのに廃棄される「食品

ロス」は、国内で年間612万トン

（平成29年度推計）もあります。市

では、環境にやさしいまちを目指

して、食品ロスを減らす「おいしい

えちぜん食べきり運動」を推進し

ています。日常生活で次のような

ことを配慮することで食品ロスを

削減することができます。一人一

人ができることから始めましょう。

・安いからと必要以上に買いすぎ

ない。

・買い物前に冷蔵庫をチェック

する。

・冷蔵庫を整理する。

・食べ切れる分だけ作る。

・残った料理をリメイクする。

運動普及推進員会が運動をテーマ

にした市民講座を開催します。自宅

でできる簡単ストレッチなどの運動

体験コーナーもあります。

運動普及市民講座
を開催します

●と　き／11月7日(土)

午前10時～正午

●ところ／市民プラザたけふ4階

多目的ホール

●内容／

①講演（午前10時～11時）　

講師：(有)パワーリンク

健康運動指導士

漆崎　由美氏

②運動体験（午前11時～正午）

●服装・持ち物／運動しやすい服装、

内履き、飲み物

●問合先／健康増進課　  

☎24-2221

お知らせ

うるしざき　　ゆみ



今月号の
読者

プレゼント！！ フランス菓子アトリエ Ri-Lien
お買物券2000円分を15名様にプレゼント！

リリアン

〒918-8104 福井市板垣3-1510
ウララコミュニケーションズ
「越前市広報紙10月号 読者プレゼント係」
［メールアドレス］echizen@urala.co.jp
［応募締め切り］11/15（日）

こだわりのスイーツが揃う、フランス洋菓子店で使えるお買物券を手に入れよう。

官製はがきかメールに必要事項をお書き添えの上応募ください。
当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、電話番号、広報紙を読んだ感想
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ひ三つの
ごちそうセット

み 新
登場

越前市民 熱愛グルメ 地域に根づく３大グルメをぜひ！
越
前
お
ろ
し
そ
ば

ボ
ル
ガ
ラ
イ
ス

た
け
ふ
駅
前
中
華
そ
ば

主催：一般社団法人越前市観光協会

問合先 : 観光・匠の技案内所　924-0655 越前市観光協会

新企画
予告

11/1～12/31
越前おろしそば巡り企画開催！越前おろしそば巡り企画開催！

参加店約20軒で楽しめる!

※このチケットで提供されるおそばは、1日に何軒もおそば巡りが楽しめるよう、通常より少し小さめに設定した特別サイズとなっています。

開催期間／2020年10月1日～12月31日

クーポン券配布／各店舗先着150名

この「ひ三つのごちそうセット」を食事し
た方には、1メニューにつき、500円クー
ポン券を1枚進呈（なくなり次第終了）。
クーポン券は掲載の
5店舗で使えるので、
お得に地元の味を巡
ることができます！

越前めん処 江戸屋 トリオ 和風レストラン 瀧雅 コンビ

いろは本店 コンビコンビ山むろ コンビ 和風ダイニング 和ん酒
わ さか

1,500円（税込）
越前おろしそば、ボルガライス、
たけふ駅前中華そばのセット

高瀬2-6-15 924-3248

1,650円（税込）
越前おろしそば、ボルガライス、

サラダのセット

庄町36-1-1 922-3700

1,100円（税込）
越前おろしそば、

ボルガライス、小鉢、漬物のセット

蓬莱町2-24 922-0654

1,430円（税込）
越前おろしそば、

ボルガライス、サラダのセット

1,270円（税込）
越前おろしそば、たけふ駅前中華そば、

揚げかりんとうまんじゅうのセット

蓬莱町3-28 977-2160神明町1-8 922-0699

地元の人が愛してやまない味が
セットになって登場しました！

5 0 0 円
ク ー ポ ン がもらえる！

500円
OFFチケット

3軒分のそば巡りが
楽しめるチケットを
1,500円で販売します！

チケットを購入すると
参加店で使える500円
クーポンがもらえる！

たき まさ

25 越前市広報 広告

広 告

休日診療当番医（診療時間9：00～17：00）の案内　

　☎21-8877　（南越消防組合 救急医療情報テレホンサービス）

子ども救急医療電話相談　☎ #8000短縮ダイヤル
　(月～土曜日 19：00～翌朝9：00、日曜日・祝日 9：00～翌朝9：00)  
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無料相談 ※祝日は、相談を行いません。
相談名 日　時 場　所 [問合先]

家庭教育サロン
子育て相談

月～金曜日
8：30～17：15

生涯学習課　
☎22-3977

ヤングテレホン 月～金曜日
8：30～17：15

子育て相談

毎日 9：30～17：30

月～金曜日
9：00～17：00

国高保育園
[フォルマシオーン　☎23-6318]

認定こども園 あわたべ
[子育て支援センターいまだて  ☎42-2511]

労働トラブル
相談

福井県労働委員会　
☎0776-20-0597

月～金曜日
8：30～17：15

愛護センター（生涯学習課内）
☎23-6699

結婚相談 毎月第1・3水曜日
第4土曜日
13：30～16：00

市民プラザたけふ(3階)
[子ども福祉課  ☎22-3006]

社会福祉センター（今立）
[婦人福祉協議会　☎42-2747]

ひきこもりや
居場所の相談

月～金曜日
8：30～17：00

社会福祉課（2階）
☎22-1020

身体･知的障がい
に関する相談

月～金曜日
8：30～17：00

市民プラザたけふ(4階)
[社会福祉協議会 ☎22-8500]

精神障がいに
関する相談

月～金曜日
8：30～17：00

障がい相談支援センター えちぜん
[府中二丁目3-22 ☎24-1955]

融資･創業相談

月～金曜日
9：00～17：00

武生商工会議所　
☎23-2020　※要予約

越前市商工会本所
☎43-0877　※要予約  

※休業日の場合は、
　翌営業日に行います。

暮らしや仕事
の総合相談

月～金曜日
8：30～17：00

市民プラザたけふ(4階)
[自立相談支援センター　☎22-8500]

月～金曜日
10：00～15：00

ショッピングセンター シピィ 2階
[子育て支援センター一陽  ☎090-3764-0862]

※電話での相談は、
　できません。

（婦人福祉協議会）

行政相談

毎月第2火曜日

13：30～16：00

毎月第2水曜日
13：30～16：00

社会福祉センター(今立)
[行政相談センター　☎0776-24-0403]

人権相談

毎月第3火曜日
9：00～12：00

市役所本庁舎1階
[市民協働課 ☎22-3293]

法律相談

毎月第1・3木曜日
9：30～12：00
【受付9：15～11:30】
定員10人

市民プラザたけふ(4階）
[社会福祉協議会 ☎22-8500]

消費生活相談
月～金曜日
8：30～17：00

市民プラザたけふ(4階）
[消費者センター ☎22-3773]

子どもと家庭･
ひとり親家庭･
離婚･DV相談

月～金曜日
8：30～17：00

市民プラザたけふ(4階）
[子ども・子育て総合相談室
☎0120-24-2259 ☎22-3628]

市民プラザたけふ(4階）
[社会福祉協議会 ☎22-8500]

心配ごと相談

月～金曜日
8：30～17：15

福井地方法務局武生支局
☎22-0194

毎週水曜日
13：30～15：00

越前市文化センター　
[福井弁護士会 ☎0776-23-5255]※要予約

こころの相談

第2月曜日
18：00、19:00

生涯学習センター　１階
[健康増進課☎24-2221]※要予約

相談名 日　時 場　所 [問合先]

※第4土曜日は、
   本人のみ対象です。　

毎週月～金曜日
8：30～17：00

武生商工会議所　☎23-2020毎月15日
13：00～16：00

税務相談
毎月8日
13：00～16：00

高齢者相談
月～金曜日
8：30～17：00

越前市地域包括支援センター
☎22-3784

※休業日の場合は、翌営業日に行います。

武生商工会議所　☎23-2020
※休業日の場合は、翌営業日に行います。

性暴力に
関する相談

24時間
365日対応

性暴力救済センター・ふくい ひなぎく
☎0776-28-8505

※相談日の1週間前から電話で予約できます。

LGBTに
関する相談

24時間
365日対応

よりそいホットライン
[専門ライン4番 ☎0120-279-338]

毎月第1・3水曜日
第4土曜日
13：30～16：00

市民プラザたけふ(3階）
[行政相談センター　☎0776-24-0403]

10月24日～　ツキノワグマから身をまもるために

● 「越前市民ふれあい情報」　

　  平日 8:00 ・ 13:00 ・ 16:30/ 土日 8:00 ・ 17:30

● 越前市情報ナビ （2 週間放送）　毎日 7:30 ・ 12:30 ・ 19:30

丹南ケーブルテレビ

たんなん夢レディオ YouTube Liveでも配信中

毎週月曜日更新  FM79.1MHz

たんなんスマイルT V

（デジタル０９１ch）

11月2日～　秋の火災予防運動

市民プラザたけふ(3階)
[子育て支援センターピノキオ　☎23-8211　
☎090-9761-9436]

月～金曜日
8：30～17：30

※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント等については、中止または延期する場合があります。

毎週月曜日
10：00～16:00

社会福祉センター（今立）
[こころの相談室☎42-3939]
※面談は要予約

※新型コロナウイルス感染症の影響により相談を中止する場合があるため、事前に問合先に確認してください。

10月の納税
●市・県民税　　　　　　　　　　   　　第3期

●国民健康保険税 　　　　　　 　　　第4期

●介護保険料               　　　　　 第4期

●後期高齢者医療保険料           第4期

【夜間納税相談日】 　午後8時まで

●とき　10月20日（火）・30日（金）、11月17日（火）・30日(月)

市の人口
9月1日現在

( )内は前月増減

 ●世帯数　　 　31,211世帯（+65）

 ●人   口　　　 82,503人（-4）

　　(男 40,624人　　女 41,879人）

　　
市の求人倍率
(7月分)

( )内は前年同月比

 ●越前市　　　1.10倍（-0.35）

 ●全   国　　　1.08倍（-0.51）

フリースペースいっぽ
[小野谷町14-1-11　☎29-3637]

月～金曜日
9：00～16：00

ひきこもり相談

納期限 11 月 2 日 ( 月 )

問合先 / 収納課 ☎22-3015



国の登録有形文化財に登録するよう答申されました
　国の文化審議会は 7 月 18 日に、 越前市幸町の 「旧浅井薬局店 （小澤金物店）」 を国の登録有形文化財に登

録するよう文部科学大臣に答申しました。

越前市伝統的建築物を認定しました

　今年度より、 市の伝統的な景観や街並みを再認識し、 次世代へ残していくことを目的に、 周辺景観に配慮して

改修 ・ 利活用した歴史的建築物を認定していく制度を創設しました。

　今回は、 3 件の建物を越前市伝統的建築物として認定しました。

　問合先／文化課　　☎22-7459

　この建物は、 昭和 6 年 （1931） に建てられた木造 2 階建てで、 切

妻造の桟瓦葺の屋根です。 2 階には袖卯建を持ち、 厚い下屋庇や太

い登り梁の断面を表す重厚な構えとなっています。 かつては、 武生市

街によく見られた伝統的町屋の姿を残すとともに、 昭和初期の流行で

あったショーウィンドウも備えるなど近代的な要素も併せもった建物です。

　現在は、 金物店として改修され、 歴史ある建物として武生の街に息

づいています。

　問合先／建築住宅課　　☎22-3074

■ビストロ　ミストラル （京町一丁目）

建築 ： 大正 2 年　改修 ： 令和 2 年 1 月

呉服店や刃物研ぎ店として使用されていた店舗兼住宅の町家を

元の意匠を活かしながら、武生の昔からの町家の風情を残しつつ、

内外装の改修を行い、 飲食店として活用されています。

■D-art Gallery （神明町）

建築 ： 明治 45 年　改修 ： 令和元年 10 月

漆等販売店として使用されていた店舗兼住宅の町屋を外観の意

匠を活かして内装の改修を行い、 ギャラリーとして活用し、 昭和

時代の雰囲気を醸し出しています。

■ふく家餅舗 （天王町）

建築 ： 明治 40 年　改修 ： 令和元年 9 月

ちひろの生まれた家記念館に隣接し、 現店舗にて 4 代続けて

餅店を営んでいます。 昔からの町家の風情をそのままに、 屋根

瓦、 店先の日除けテントなどの外装をリニューアルし、 店舗の

風情を保っています。

さんがわらぶき

きり

そでうだつ げやひさしつまづくり


